
次年度以降の取組みについて
令和７年２月１０日（月曜日）

精華町地域公共交通会議

資料３



「住民の主体性」
公共交通は「住民がつくる」

１．精華くるりんバスの適正な運賃設定について
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　現時点での課題
　（１）委託金額の増加
　　　　　 コロナ禍以降、年々、委託金額は増加し続けている。
　　　　　 令和6年9月末で精華くるりんバス北ルート全線及び南ルートの一部が廃止と
　　　　　 なったが、昨今の人件費の高騰等もあり、委託金額は大きく減少しない見込み。

　（２）路線バス初乗り運賃との不均衡
　　　　　 奈良交通株式会社の路線バスの初乗り運賃と2倍以上の差が開いている。
　　　　　 国土交通省が示した『コミュニティバスの導入に関するガイドライン』における、運賃の
　　　　　 考え方である、「他の旅客自動車運送事業者との間に不当競争を引き起こすおそ
　　　　　 れがないこと」に抵触している恐れがある。

　（３）デマンド交通運賃との不均衡
　　　　　 令和6年10月に運行開始したデマンド交通について、町内を運行する民間公共交
　　　　　 通の運賃や他自治体での導入事例を踏まえて、300円と設定。
　　　　　 精華くるりんバスと提供するサービス内容は異なるが、運行エリアによって移動に係る
　　　　　 支出額に差がある状態となっている。

　
　　　　　 



精華くるりんバス委託金額の推移

2

R7.2.10　第21回精華町地域公共交通会議

コロナ禍以降、利用者数は回復傾向であったが、人件費や燃料費等の高騰により、委託金額が
増加し続けている。
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運賃比較
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精華くるりんバスと町内公共交通の比較
交通機関 運賃 備考

精華くるりんバス 100円 平成17年の運行開始以降、値上げなし

奈良交通路線バス （初乗り運賃）220円 令和6年2月に190円から220円に値上げ

デマンド交通 300円 路線バスとタクシーの中間である金額を採用

タクシー （初乗り運賃）500円 京都市域は初乗り運賃が一律500円

精華くるりんバスと近隣自治体コミュニティーバスの比較
自治体名（愛称） 運賃 備考 

精華町（精華くるりんバス） 100円

城陽市（城陽さんさんバス） （大人）200円　（小人）100円 

木津川市（きのつバス） （大人）200円　（小人）100円 

八幡市（コミュニティバスやわた） （大人）200円　（小人）100円  

宇治市（明星レインボウバス） （大人）230円　（小人）120円 ※乗合事業によるもの 

宇治田原町（うじたわLIKE♡バス） （大人）300円　（小人）100円  

生駒市（たけまる号） （大人）200円　（小人）100円 ※エリア毎で運行しているが、概ね同じ
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　持続可能な公共交通を目的として、利便性や提供サービスの維持のためには、
精華くるりんバスの適正な運賃設定を検討していく必要がある。

　　 
　
　　　　　 
　
　

　精華くるりんバスの適切な運賃設定について改めて検討を行う。
　運賃見直しの場合の実施内容

　・運賃協議会（新設）における協議

　・精華くるりんバスの適正な運賃設定について、関係機関と協議

　・広報周知に十分な期間の設定
　　 
　
　　　　　 
　



デマンド交通乗降ポイントの追加について
　デマンド交通運行開始後、東畑区から乗降ポイント追加に関して要望があり、現時点のデマンド交通運
行状況を鑑みて、追加することが妥当であると判断し、要望箇所が乗降ポイントとして適しているかなど、関
係機関と協議のうえ検討を行う旨、回答を行いました。

　R6.10.1　　デマンド交通運行開始
　R6.10.15　東畑区から要望書の提出（乗降ポイント既存の2か所に3か所加えて計5か所とすること）
　R6.12.13　東畑区に対して回答（区と協議をしながら、追加に向けて調整を行う）
　
　

　公共交通から300メートル圏外となる地域が多く存在する乾谷地区や、植田地区についても同様の課題
があることから、地元自治会との意見交換や調整を同時に進めていきたいと考えております。
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【現在の対応状況】
　木津警察署︓追加要望のあった３か所に乗降ポイントを設置することについて事前相談
　　　　　　　　　　（主な意見）各要望場所について、デマンド交通運行車両が停車した際の安全性を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示す資料を作成し、改めて協議を行うこと
　　　　　　　　　　→現地測量した結果などを踏まえて、資料を追加作成し、引き続き相談
　山城南土木事務所︓府道沿いに乗降ポイントを設置する場合の道路占用について事前相談
　　　　　　　　　　　　　　 →乗降ポイントを示す案内をどのように行うか区と協議したうえで改めて相談



精華くるりんバス記念事業について
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　平成17年3月に運行開始した精華くるりんバスですが、令和7年3月で運行開始20周年を
迎えることから、それを記念した取り組みを行いたいと考えております。

【現在準備を進めている事業】
　・精華くるりんバス無料運行の実施
　　令和7年3月15日（土曜日）、16日（日曜日）の2日間、運賃無料とし、公共交通を
 利用しない方の利用促進を図る。
　　また、デマンド交通についても、同日で運賃無料とし、公共交通を利用した移動を推奨。

【今後について】
　・20周年を記念したグッズの作成
　・その他検討し、実施予定
　
　


